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概要

患者は自力で寝返りがうてず、褥瘡形成のリスクが高かった。その為、褥瘡予防のベッドマット使用していた。ベッ

ド柵もしていたがGupしたため患者の体が少しずつずれてベッドから転落しているところを発見した。

要因

褥瘡マット使用時にG-upしても有効な高さのあるベッド柵がなかったため転落した。

対策

褥瘡マット使用時はG-up30°までとする。

発生内容

臥床している患者。褥瘡予防のマット使用中に、ベッドをGupした状態から転落した
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